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玄
学
・
禅
学
の
合
流
と
書
法
芸
術
の
自
覚

　

│
禅
意
と
し
て
の
書
画
の
現
代
的
意
義

何　

勁
松

松
森
秀
幸　

訳

１　

序
言

　

こ
の
世
界
に
お
い
て
、
道
具
と
し
て
の
文
字
が
、
中
国
の
漢

字
の
よ
う
に
発
展
を
遂
げ
て
一
つ
の
芸
術

│
私
た
ち
は
こ
れ

を
書
法
あ
る
い
は
書
道
と
呼
ん
で
い
る

│
と
な
る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
二
度
と
同
じ
例
を
見
出
し
得
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

芸
術
の
高
度
な
自
覚
が
ち
ょ
う
ど
漢
末
魏
晋
南
北
朝
と
い
う
尋

常
な
ら
ざ
る
歴
史
的
時
期
に
出
現
し
た
、
と
い
う
の
が
人
々
の

共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

　

芸
術
の
自
覚
の
目
印
と
し
て
、
そ
の
当
時
に
は
、
厳
密
な
意

味
で
の
書
論
が
続
々
と
世
に
問
わ
れ
た
。
人
々
は
理
性
的
角
度

か
ら
積
極
的
に
書
法
を
研
究
し
、
書
法
美
学
の
基
礎
的
理
論
の

枠
組
み
を
確
立
し
た
。
こ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
文
字
を
書
く

と
い
う
こ
と
は
、
完
全
に
道
具
と
し
て
の
側
面
に
限
ら
れ
て
い

た
。
当
時
、
様
々
な
書
体
や
そ
れ
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
書
法

の
作
品
が
、
す
で
に
豊
富
に
存
在
し
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、

一
貫
し
て「
小
技
」・「
末
流
」と
見
な
さ
れ
て
い
た
。 

た
と
え
ば
趙

壱
の
『
非
草
書
』
は
、
ま
さ
に
衛
道
（
古
い
道
徳
を
守
る
こ
と
）、
実

用
と
い
う
角
度
か
ら
『
草
書
』
を
批
評
し
て
い
る
が
、『
草
書
』
の

芸
術
性
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
注
目
し
て
い
な
い
。
秦
・
漢
の
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時
代
、
金
石
碑
刻
の
作
者
の
姓
名
の
大
半
が
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
は
、
当
時
の
人
々
に
は
、
ま
だ
書
に
よ
っ
て
名

誉
を
受
け
る
と
い
う
考
え
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
漢
末
・
魏
晋
に
は
、
人
々
の
書
法
に
対
す
る
態
度
に
大
き

な
変
化
が
起
こ
り
、
社
会
に
お
い
て
「
父
子
が
勝
利
を
争
い
、
兄

弟
が
栄
誉
を
争
う
（
父
子
争
勝
、
兄
弟
競
爽
）」
と
い
う
局
面
が
出
現

し
た
。
象
衛
氏
一
族
の
四
世
同
好
、
お
よ
び
王
羲
之
・
王
献
之

父
子
の
書
芸
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、
書
法
が
す
で
に
家
庭
教
育

の
中
に
ま
で
浸
透
し
、
世
間
に
注
目
さ
れ
る
書
法
の
名
門
を
形

成
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
碑
刻

の
主
要
な
役
割
と
は
、
功
績
の
記
載
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
風
は

厳
粛
に
し
て
、
そ
の
書
風
は
朴
穆
で
あ
る
。
魏
晋
の
名
士
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
詩
文
に
よ
る
応
答
や
、
明
確
に
審
美
を
追
求
し

た
書
簡
の
美
文
と
は
、
大
い
に
隔
た
り
が
あ
る
。

　

漢
字
が
一
つ
の
独
立
し
た
芸
術
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
当
然
、
内
在
的
な
原
因
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

漢
字
の
象
形
的
な
特
徴
と
、
中
国
人
が
漢
字
に
対
し
て
抱
い
て

い
る
特
殊
な
神
聖
観
念
と
で
あ
る
。
ま
た
、
書
法
が
漢
末
・
魏

晋
の
時
代
に
高
度
な
芸
術
的
自
覚
に
ま
で
到
達
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
こ
に
十
分
な
伝
統
的
哲
学
思
想
、
と
り
わ
け
当
時
流

行
し
た
玄
学
と
禅
学
の
気
風
か
ら
の
影
響
が
存
在
し
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
玄
学
は
書
法
に
「
道
」
と
い
う

実
体
を
提
供
し
、
さ
ら
に
禅
学
は
も
う
一
方
の
実
体
で
あ
る「
心
」

を
注
ぎ
込
ん
だ
。
玄
学
と
禅
学
の
二
大
思
想
の
融
合
・
交
流
は
、

書
法
芸
術
が
自
覚
へ
と
向
か
う
理
論
的
な
基
礎
と
な
っ
た
。

　

２　

玄
学
・
禅
学
の
存
在
論
の
導
入

　

書
法
芸
術
は
漢
末
・
魏
晋
の
時
代
に
自
覚
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、こ
れ
に
は
ま
ず
魏
晋
の
玄
学
と
、そ
の
源
流
で
あ
る
漢
末
・

魏
初
の
清
議
と
い
う
大
き
な
時
代
背
景
を
分
け
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
玄
学
は『
周
易
』・『
老
子
』・『
荘
子
』な
ど
の「
三
玄
」

を
清
談
の
基
本
的
内
容
と
し
、
世
間
の
務
め
を
捨
て
去
り
、
専

ら
本
・
末
、
体
・
用
、
有
・
無
、
性
・
命
な
ど
と
い
っ
た
抽
象

的
な
玄
理
を
講
じ
た
。
こ
の
種
の
存
在
論
に
対
す
る
探
求
は
人
々

の
書
法
芸
術
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
人
々
の
書
法
に
対
す
る

芸
術
的
自
覚
を
強
め
た
。
最
初
に
存
在
論
的
な
思
考
を
書
法
芸

術
の
中
に
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
漢
末
、
霊
帝
時
代
の
文
学
家
、

思
想
家
、
書
法
家
で
あ
る
蔡
邕
で
あ
る
。
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漢
末
期
の
書
論
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
蔡
氏
が
著
わ
し
た

『
筆
賦
』・『
九
勢
』
と
い
う
二
編
の
書
論
は
現
代
人
に
と
っ
て
も

非
常
に
珍
し
く
、
得
難
く
貴
い
も
の
で
あ
る
。『
九
勢
』
は
、「
そ

も
そ
も
書
は
自
然
よ
り
始
ま
る
。
自
然
が
立
て
ば
、
陰
・
陽
が

生
じ
る
。
陰
・
陽
が
生
じ
れ
ば
、
形
・
勢
が
出
る
。（
夫
書
肇
於

自
然
。
自
然
既
立
、
陰
陽
生
焉
。
陰
陽
既
生
、
形
勢
出
矣
。）
（
１
）」
と
明
確

に
論
じ
て
い
る
。
蔡
邕
は
、
道
家
と
易
学
の
哲
学
的
基
礎
の
上

に
立
ち
、
書
法
の
地
位
を
「
道
」
の
高
み
に
ま
で
至
ら
せ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
に
、
書
法
が
一
種
の
文
字
の
書
写
の

法
則
と
し
て
、
時
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
新
し
く
な

る
一
つ
の
芸
術
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
中
国
人

が
書
法
と
「
道
」
と
を
互
い
に
通
じ
る
も
の
と
見
な
し
た
か
ら
で

あ
る
。
書
法
の
美
と
は
ま
さ
に
書
法
と
「
道
」
の
関
係
の
中
に
現

れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
道
」
の
本
義
は
人
が
歩
く
道
で
あ
り
、
後
に
発
展
し
て
一
つ

の
哲
学
的
概
念
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
は
規
律
・
原
理
・
凖
則
・

宇
宙
の
根
源
的
実
体
な
ど
で
あ
る
。
古
代
各
家
の
哲
学
に
お
け

る「
道
」に
対
す
る
解
釈
は
様
々
で
あ
る
。
子
産
は「
天
道
は
遠
く
、

人
道
は
近
い
（
天
道
遠
、
人
道
邇
）」（『
左
伝
・
昭
公
十
八
年
』）
と
い

う
説
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
天
道
」
と
は
天
体
の
運

行
の
規
律
を
指
し
て
お
り
、「
人
道
」
と
は
正
し
い
人
間
に
な
る

た
め
の
最
高
凖
則
を
意
味
し
て
い
る
。
孔
子
は
天
道
を
論
じ
る

こ
と
は
少
な
く
、
主
に
人
道
を
講
じ
て
い
る
。
老
子
は
「
道
」
を

は
じ
め
に
天
地
を
生
ん
だ
宇
宙
の
根
源
的
実
体
で
あ
る
と
し
た
。

荘
子
は
さ
ら
に
老
子
の
思
想
を
展
開
し
て
、
道
は
宇
宙
の
根
本

で
あ
り
、
道
は
自
本
自
根
で
あ
り
、
一
切
の
上
を
超
え
ゆ
く
も

の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
上
述
し
た
各
家
の
「
道
」
に
対
す
る
理

解
は
全
て
が
全
て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
周
易
』
の
解

釈
は
大
多
数
の
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
周

易
』は「
一
陰
・
一
陽
を
道
と
謂
う（
一
陰
一
陽
之
謂
道
）」と
い
う
説

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
中
国
哲
学
の
「
道
」
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
最
も
簡
明
な
定
義
と
な
っ
て
い
る
。

　

蔡
邕
は「
書
は
自
然
よ
り
始
ま
る（
書
肇
於
自
然
）」と
い
う
説
を

提
示
し
て
、
彼
が
老
子
の
「
道
法
自
然
」
の
思
想
を
受
容
し
て
い

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
こ
に
易
学
の
観
点
を

融
合
し
、「
自
然
」か
ら「
陰
陽
」が
生
じ
る
と
考
え
た
。
ま
た『
筆

賦
』
に
お
い
て
、
蔡
氏
は
直
接
的
に
「
書
は
乾
坤
の
陰
陽
で
あ
る

（
書
乾
坤
之
陰
陽
）」と
主
張
し
、
一
層
明
確
に
書
法
の
存
在
論
を
易
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学
の
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
と
結
合
さ
せ
た
。『
周
易
』
の
観
点
に

基
づ
け
ば
、
世
界
の
一
切
の
事
物
は
み
な
陰
・
陽
と
い
う
二
種

の
現
象
と
力
と
を
包
含
し
て
お
り
、
陰
・
陽
は
相
互
に
対
立
す

る
ば
か
り
で
な
く
相
互
に
依
存
し
、
両
者
は
相
互
に
働
き
か
け
、

相
互
に
浸
透
し
、
相
互
に
転
化
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
地
万

物
の
生
成
・
運
動
・
変
化
が
決
定
す
る
。
宇
宙
全
体
が
ま
さ
に
陰
・

陽
と
い
う
互
い
に
反
し
互
い
に
影
響
し
合
う
二
種
の
力
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
止
む
こ
と
の
な
い

動
態
バ
ラ
ン
ス
の
過
程
の
中
に
永
遠
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
周
易
』
の
観
点
を
書
法
美
学
の
上
に
適
用
さ
せ
る
と
、
次
の
よ

う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
書
法
の
美
と
は
、
ま

さ
に
陰
・
陽
の
相
互
作
用
が
引
き
起
こ
す
と
こ
ろ
の
合
規
律
性

で
あ
り
、
し
か
も
絶
妙
な
変
化
と
調
和
す
る
中
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
。

　

蔡
邕
が
「
書
乾
坤
陰
陽
」
と
の
説
を
提
示
し
、
明
確
に
書
法
と

陰
陽
変
化
の
「
道
」
と
を
関
連
さ
せ
、
書
法
と
は
ま
さ
に
天
地
陰

陽
の
変
化
の「
道
」を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
以
来
、

こ
の
書
法
の
実
体
観
は
中
国
書
法
史
上
に
お
い
て
、
不
変
的
な

金
科
玉
条
と
な
っ
た
。
人
々
は
陰
陽
変
化
の
「
道
」
が
書
法
の
美

を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
陰
陽
変
化
の
調
和
的
統
一

で
あ
り
、
ま
た
陰
・
陽
が
調
和
的
に
変
化
す
る
規
律
と
は
、
美

の
規
律
で
あ
る
、
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
世
の
書
法

芸
術
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、
た
と
え
ば
、
剛
と
柔
、
骨
と
肉
、

方
と
円
、
遅
と
速
、
横
と
直
、
斜
と
正
、
粗
と
細
、
収
と
放
、

疏
と
密
、
虚
と
実
、
向
と
背
と
い
う
よ
う
に
、
基
本
的
に
「
陰
」

と
「
陽
」
と
の
対
立
的
統
一
を
超
え
出
る
こ
と
は
な
い
。
唐
の
張

懐
瓘
は
『
論
用
筆
十
法
』
に
お
い
て
、「
思
う
に
、
陰
を
内
と
し
、

陽
を
外
と
す
る
。
心
を
集
め
て
陰
と
し
、
筆
を
展
開
し
て
陽
と

す
れ
ば
、
左
右
に
相
応
す
る
は
ず
で
あ
る
。（
謂
陰
陽
内
、
陽
為
外
。

斂
心
為
陰
、
展
筆
為
陽
、
須
左
右
相
応
。）」と「
陰
陽
相
応
」の
原
則
を

提
出
し
た
。
こ
こ
で
は
易
学
の
思
想
が
書
法
の
美
学
に
お
い
て

適
用
さ
れ
て
い
る
。
虞
世
南
も
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。「
文

字
に
は
本
質
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、迹
は
本
来
無
為
で
あ
り
、陰
・

陽
を
禀う

け
て
動
と
な
り
静
と
な
り
、
万
物
に
似
せ
て
形
を
成
す
。

（
字
雖
有
質
、
迹
本
無
為
、
禀
陰
陽
而
動
静
、
体
万
物
以
成
形
。）」
と
。

孫
過
庭
は『
書
譜
』に
お
い
て
、
書
法
は
本
質
的
に
は「
自
然
の
妙

有
と
同
じ
で
あ
り
、人
の
力
で
成
就
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。（
同

自
然
之
妙
有
、
非
力
運
所
能
成
。）」と
指
摘
し
て
い
る
。
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玄
学
が
書
法
の
芸
術
性
の
た
め
に
「
道
」
の
実
体
を
打
ち
立
て

た
後
に
、
さ
ら
に
禅
学
が
毛
筆
の
実
体
で
あ
る
「
心
」
を
導
入
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
一
層
、
書
法
芸
術
の
心
学
化
・
写
意

化
の
傾
向
が
強
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

仏
教
に
接
し
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
ご
存
知
で
あ
ろ
う
が
、

仏
教
の
哲
学
体
系
は
博
大
か
つ
深
遠
で
あ
り
、「
八
万
四
千
法
門
」

と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、ど
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
の
基
本
と
な
る
教
理
は
「
縁
起
」
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
基
本
と

な
る
信
仰
は
「
業
報
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
縁
起
を
理
論
的
基
礎

と
し
た
「
業
報
」
説
は
、
仏
教
が
こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
と
人
生
、

社
会
の
発
生
、
お
よ
び
そ
の
区
別
の
原
因
を
説
明
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は「
業
」を「
因
」と
し
、「
報
」を「
果
」と
規
定
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
業
報
」
と
「
因
果
」
と
は
同
義
で
あ
り
、

意
を「
業
」因
の
報
応
あ
る
い
は「
業
」因
の
果
報
と
す
る
。
具
体

的
に
い
う
と
、「
業
」
は
身
・
口
・
意
の
三
業
に
分
け
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
人
間
の
思
想
と
行
為
で
あ
る
。
一
定
の
思
想
と
行
為
か

ら
は
、
必
ず
相
応
す
る
結
果
が
生
じ
る
。
こ
れ
が「
報
」で
あ
る
。

世
界
中
の
一
切
の
事
物
は
因
果
の
連
鎖
に
連
な
ら
な
い
も
の
は

な
く
、
し
か
も
、
こ
の
連
鎖
を
決
定
す
る
も
の
も
、
ま
た
衆
生

の
思
想
と
行
為
で
あ
る
。
さ
ら
に
思
想
と
行
為
に
つ
い
て
い
え

ば
、
思
想
は
行
為
を
支
配
す
る
。
し
た
が
っ
て
身
・
口
・
意
の

三
業
の
中
に
お
い
て
は
、
ま
た
意
業
に
よ
っ
て
決
定
的
な
作
用

が
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
意
」の
音
訳
は「
末
那
」で
、心
の「
思

量
」
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
思
慮
推
理
の
働
き
で
あ
り
、
認

識
機
能（
識
）、
観
念（
想
）、
感
情（
受
）、
意
志（
行
）を
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
一
切
の
精
神
活
動
の
総
和
で
あ
る
。「
意
」
と
「
心
」
と
は

互
い
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』（
巻
四
）に
は
、「
集
起

す
る
の
で
心
と
名
づ
け
、
思
量
す
る
の
で
意
と
名
づ
け
、
分
別

す
る
の
で
識
と
名
づ
け
る
。
心
・
意
・
識
の
三
名
は
、
詰
ま
る

と
こ
ろ
、
義
は
異
な
る
と
い
っ
て
も
、
体
は
同
一
な
の
で
あ
る
。

（
集
起
故
名
心
、
思
量
故
名
意
、
分
別
故
名
識
。
心
・
意
・
識
三
名
、
所

詮
義
雖
異
、
而
体
是
一
。）」と
あ
り
、「
心
」は「
意
」の
別
の
名
称
で

あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
仏
教
は
「
心
」
が
世
界
と
人
生
の
真
の
創
造

者
で
あ
り
、
ま
た
解
脱
の
主
体
と
動
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

仏
教
の
宗
教
的
実
践
は
、
主
に
個
人
の
思
想
に
お
け
る
修
持
と
、

行
為
に
お
け
る
規
範
と
に
集
約
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
仏
・

菩
薩
に
対
す
る
崇
拝
や
浄
土
等
の
他
力
の
信
仰
と
い
う
よ
う
に
、
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仏
教
の
修
持
の
法
門
が
多
様
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
思
惟
の

活
動
に
適
応
す
る
修
持
と
し
て
の
「
禅
」
は
、
全
て
の
修
持
の
中

で
も
最
も
重
要
な
方
式
な
の
で
あ
る
。
後
世
の
禅
宗
は
自
ら
「
心

宗
」
と
称
し
て
、
禅
法
を
帰
着
さ
せ
て
心
学
と
し
た
。
特
に
達
摩

は「
教
に
藉
り
て
宗
を
悟
る（
藉
教
悟
宗
）」を
提
唱
し
て
い
る
。
故

に
、
仏
教
の
あ
ら
ゆ
る
理
論
と
あ
ら
ゆ
る
実
践
と
を
、
全
て
禅

の
法
門
の
中
に
納
め
た
の
で
あ
る
。
禅
と
は
ま
さ
に
「
心
」
に
よ

っ
て
仏
教
全
体
を
統
合
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

禅
学
の
「
心
」
の
実
体
が
書
画
芸
術
に
与
え
た
影
響
は
、
お
そ

ら
く
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
特
に
「
心
」
の
実

体
の
別
名
と
し
て
の
「
意
」
に
生
じ
た
影
響
は
時
期
的
に
非
常
に

早
い
。
そ
も
そ
も
「
言
意
の
辯
」
と
は
ま
さ
に
魏
晋
の
玄
学
が
重

点
的
に
研
究
し
て
い
た
重
要
な
命
題
で
あ
る
。『
易
伝
・
系
辞
上
』

に
は「
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
な
い
。（
書
不
尽

言
、
言
不
尽
意
。）」、
ま
た
「
聖
人
は
形
象
を
立
て
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
意
を
尽
く
す
。（
聖
人
立
象
以
尽
意
。）」と
あ
る
。
そ
し
て「
意
」

は
宇
宙
の
実
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
仏
教
の
禅

学
に
お
け
る
心
の
実
体
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
の
「
意
」
に
対

す
る
認
識
は
強
め
ら
れ
た
。
書
画
芸
術
の
領
域
に
お
い
て
は
、

人
々
も
ま
た
積
極
的
に
「
意
」
と
い
う
範
疇
を
用
い
て
書
画
の
美

の
本
質
的
な
特
徴
を
要
約
し
た
。

　

西
晋
の
文
学
家
で
あ
る
成
公
綏
は
、
隷
書
が
繁
と
簡
の
中
庸

で
あ
り
、
規
矩
に
規
則
が
あ
る
こ
と
を
賛
嘆
し
、
こ
れ
を
適
宜

に
用
い
る
際
に
、
特
に
「
巧
技
の
精
巧
さ
は
伝
え
る
こ
と
が
難
し

く
、こ
れ
を
善
く
す
る
者
は
少
な
い
。
心
に
応
じ
て
手
を
隠
せ
ば
、

必
ず
意
が
明
ら
か
に
な
る
。（
工
巧
難
伝
、
善
之
者
少
。
応
心
隠
手
、

必
有
意
暁
。）
（
２
）」
と
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衛
夫
人
の
作
と

伝
え
ら
れ
る『
筆
陣
図
』に
お
い
て
も「
意
が
後
、
筆
が
先
で
あ
る

者
は
敗
れ
る
（
意
後
、
筆
前
者
敗
）」
と
「
意
が
先
、
筆
が
後
で
あ
る

者
は
勝
る（
意
前
、
筆
後
者
勝
）」と
い
う
よ
う
な
問
題
を
提
示
し
て

い
る
。
似
た
よ
う
な
議
論
は
衛
夫
人
の
弟
子
の
王
羲
之
が
撰
述

し
た
と
伝
え
ら
れ
る『
題
衛
夫
人
筆
陣
図
後
』な
ど
に
お
い
て
も
、

「
も
し
一
紙
の
書
を
作
る
な
ら
、
当
然
一
字
一
字
の
意
は
別
の
も

の
と
し
て
、
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。（
若
作
一
紙

之
書
、
須
字
字
意
別
、
勿
使
相
同
。）」、「
お
よ
そ
書
は
沈
静
で
あ
る

の
が
貴
く
、
意
を
筆
の
前
に
、
字
を
心
の
後
に
置
く
こ
と
を
、

書
を
作
る
前
の
始
め
と
し
、思
い
を
結
し
て
成
就
し
な
さ
い
。（
凡

書
貴
乎
沈
静
、
令
意
在
筆
前
、
字
居
心
後
、
未
作
之
始
、
結
思
成
矣
。）
（
３
）」
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
南
朝
斉
代
の
王
僧
虔
は
『
筆
意
賛
』
を
著

し
て
、「
書
の
妙
道
は
、
神
彩
を
始
め
と
し
、
外
形
を
そ
の
次
と

す
る
。（
書
之
妙
道
、神
彩
為
上
、形
質
次
之
。）」と
の
説
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
こ
の
境
界
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
「
心
は
筆
を
忘

れ
、
手
は
書
を
忘
れ
る
。
心
と
手
が
情
に
達
し
、
書
は
想
を
忘

れ
る
。（
心
忘
於
筆
、
手
忘
於
書
。
心
手
達
情
、
書
不
忘
想
。）
（
４
）」と
さ
れ

る
。
陶
弘
景
は『
与
梁
武
帝
論
書
啓
』に
お
い
て
、「
言
」と「
意
」、

「
筆
」と「
意
」の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
た
。
す
な
わ
ち「
言
に

よ
っ
て
意
を
発
揮
す
れ
ば
、
意
は
言
に
応
じ
（
以
言
発
意
、
意
則
応

言
）」、「
手
は
意
に
随
っ
て
運
び
、
筆
は
手
に
会
わ
す（
手
随
意
運
、

筆
与
手
会
）
（
５
）」と
述
べ
て
い
る
。

　

後
世
の
書
家
が
「
意
」
に
よ
っ
て
書
を
論
じ
る
こ
と
は
、
さ
ら

に
と
り
た
て
て
珍
し
い
こ
と
で
な
く
な
る
。
清
の
梁
巘
は
中
国

書
法
史
の
歴
史
的
特
徴
を
「
晋
は
韻
を
尊
重
し
、
唐
は
法
を
尊
重

し
、
宋
は
意
を
尊
重
し
、
元
・
明
は
態
を
尊
重
す
る
（
６
）
　。（
晋
尚
韵
、

唐
尚
法
、
宋
尚
意
、
元
明
尚
態
。）」
と
総
結
し
て
い
る
。
こ
れ
は
非

常
に
影
響
力
の
あ
る
論
断
で
あ
る
。
梁
氏
は
宋
代
の
書
法
を
「
意

を
尊
重
す
る（
尚
意
）」と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
書
風

の
主
流
に
つ
い
て
い
え
ば
、
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
宋
代
の
意
を
尊
重
す
る
書
風
の
代
表
的
人
物
で

あ
る
蘇
東
坡
は
、「
私
は
書
に
長
け
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
、
書

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
私
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
。
も
し

そ
の
意
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
言
葉
に
よ
り
学
ぶ
必

要
は
な
い
。（
吾
雖
不
善
書
、
暁
書
莫
如
我
。
苟
能
通
其
意
、
常
謂
不

可
学
。）」と
述
べ
、
ま
た「
私
の
書
は
甚
だ
立
派
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
、
し
か
し
自
ら
新
意
を
出
し
、
古
人
を
粗
末
に
し
な
い
。

こ
れ
は
痛
快
な
こ
と
で
あ
る
。（
吾
書
雖
不
甚
佳
、
然
自
出
新
意
、

不
践
古
人
、
是
一
快
也
。）
（
７
）」と
も
述
べ
て
い
る 

。
彼
は
「
物
は
一
つ

の
理
で
あ
り
、
そ
の
意
に
通
じ
れ
ば
、
適
応
し
て
可
と
な
ら
な

い
こ
と
は
な
い
。（
物
一
理
也
、
通
其
意
、
則
無
適
而
不
可
。）
（
８
）」
と
考

え
て
い
る
。
蘇
東
坡
の
親
友
で
あ
る
黄
庭
堅
も
、
書
法
を
習
う

時
の
秘
訣
は
「
た
だ
古
人
の
筆
意
を
観
じ
て
（
但
観
古
人
筆
意
）
（
９
）」、

「
古
人
の
書
を
壁
間
に
張
り
、
こ
れ
を
観
じ
て
神
に
入
れ
ば
、
筆

を
下
ろ
す
時
は
人
の
意
に
随
う
（
張
古
人
書
於
壁
間
、
観
之
入
神
、

則
下
筆
時
随
人
意
（
10
））」と

述
べ
て
い
る
。
清
の
劉
熙
載
は『
芸
概
』に

お
い
て
、「
筆
の
性
は
墨
の
情
で
あ
り
、
み
な
そ
の
人
の
性
質
を

本
と
す
る
。
す
な
わ
ち
理
の
性
質
と
は
、
書
の
主
た
る
仕
事
（
筆

性
墨
情
、
皆
以
其
人
之
性
情
為
本
。
是
則
理
性
情
者
、
書
之
首
務
也
）」
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で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
字
を
書
く
こ
と
は
、
志
を
書
く
こ
と
で
あ

る
。（
写
字
者
、
写
志
也
。）」と
述
べ
、
ま
た「
楊
子
は
書
を
心
の
画

と
す
る
。
故
に
書
と
は
、
心
学
で
あ
る
。（
楊
子
以
書
為
心
画
、
故

書
也
者
、
心
学
也
（
11
）。）」

と
も
述
べ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
後
の
人
が
嘆

い
て
「
書
を
学
ぶ
方
法
は
、
一
心
の
中
に
あ
る
。（
学
書
之
法
、
在

乎
一
心
（
12
）。）」と

い
う
わ
け
で
あ
る
。  

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
書
法
芸
術
は
玄
学
と
禅
学
か
ら
実

体
と
し
て
の「
道
」と「
心
」と
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
よ
り「
技
」に

よ
っ
て
「
道
」
の
境
界
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
中
国
哲
学
の
理
解
に
よ
れ
ば
、「
天
」
と
「
人
」
と

は「
相
能（
相
容
れ
る
こ
と
）」で
あ
り「
合
一
」で
あ
る
。
ま
た
主
体

と
し
て
の
「
心
」
に
お
け
る
感
情
と
は
、
天
地
陰
陽
の
変
化
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
心
」
と
天

地
陰
陽
と
は
一
致
す
る
。
書
画
家
が
心
の
中
の
「
意
」
を
表
現
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
意
」
と
は
天
地
陰
陽
の
変
化
か
ら
生
じ

て
、両
者
は
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
唐
代
の
人
が
提
示
し
た「
外

に
自
然
を
師
と
し
て
、
内
に
心
の
源
を
得
る
（
外
師
造
化
、
中
得
心

源
）」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ま
さ
に
中
国
哲
学
と
美
学
に
お
け

る
、
こ
の
よ
う
な
「
心
物
不
二
」
の
理
論
基
盤
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
。「
心
」と「
物
」と
は
相
互
に
作
用
し
、互
い
に
対
立
し
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
中
国
書
法
の
美
と
は
、
陰
陽
の
変
化
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
天
地
万
物
の
調
和
の
美
と
、
そ
れ
と
一
致
し
た
主

体
と
し
て
の
「
心
」
と
の
共
通
の
表
現
と
な
る
。
両
者
は
一
つ
に

溶
け
合
い
、
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

中
国
の
美
学
と
西
方
の
美
学
と
は
距
離
が
開
い
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
模
倣
論
」
と
も
異
な
り
、
西
洋
の
現

代
的
「
表
現
論
」
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
中
国
人
が
い
う
自
然
は

自
然
現
象
に
対
し
て
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、「
道
」
に
依
拠
し

て
自
然
現
象
に
対
し
て
更
に
新
し
く
組
織
し
、
加
工
し
、
精
錬

を
加
え
る
の
で
、
十
分
に
生
命
の
調
和
的
な
枠
組
み
を
明
示
し
、

宇
宙
の
生
じ
止
む
こ
と
の
な
い
運
動
の
変
化
を
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

３　

玄
学
・
禅
学
の
視
点
か
ら
見
た

　
　
　

書
法
芸
術
の
本
質

　
『
易
伝
・
系
辞
』
は
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
と
述
べ
る
一
方
で
、

ま
た
「
形
而
上
と
は
こ
れ
を
道
と
い
い
、
形
而
下
と
は
こ
れ
を
器

と
い
う
。（
形
而
上
者
謂
之
道
、形
而
下
者
謂
之
器
。）」と
も
述
べ
、「
道
」
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と
具
体
的
な
事
物
と
を
区
別
し
て
い
る
。
で
は
、
形
而
上
の「
道
」

と
形
而
下
の
「
器
」
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
中
国
哲
学
で
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
形
而
上
の
「
道
」
は
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
形
而

下
の
天
地
万
物
の
中
に
存
在
し
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、

と
。
た
と
え
ば
清
代
の
哲
学
家
、
王
夫
之
は
「
道
と
器
と
は
互
い

に
離
れ
る
こ
と
が
な
く
（
道
与
器
不
相
離
）」、「
表
象
で
き
な
い
も

の
は
、
形
象
の
中
に
あ
る（
不
可
象
者
即
在
象
中
）」と
述
べ
て
い
る
。

普
遍
的
法
則
と
規
律
と
し
て
の
「
道
」
と
は
、
具
体
的
で
あ
り
見

る
こ
と
が
で
き
る
万
事
万
物
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か

り
か
、
具
体
的
で
あ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
万
事
万
物
の
中
に

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
道
」
を
感
知
し
、
領
悟
し
、
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
道
」
は
具
体
的
に
客
観
的
事
物
の
中

に
存
在
し
て
い
る
が
、
同
時
に
ま
た
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
中
国
哲
学
で
は
認
識
論
に
お
い
て
、
老
子
が
「
惚
た
り
恍
た

り
（
惚
兮
恍
兮
）」
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
直
観
的
領

悟
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
完
全
に
確
定
的
で
明
ら

か
に
そ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
禅
学
が
「
心
」
を
論

じ
る
の
は
、
玄
学
が
「
道
」
を
論
じ
る
の
と
非
常
に
似
て
い
る
。

「
心
」
は
言
葉
を
超
え
、
相
を
絶
し
、
ま
た
互
い
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。「
青
青
た
る
翠
竹
は
、
尽
く
法
身
で
あ
る
。
鬱
鬱

た
る
黄
花
は
、般
若
で
な
い
も
の
は
な
い
。（
青
青
翠
竹
、尽
是
法
身
。

郁
郁
黄
花
、
無
非
般
若
。）」。「
渓
の
音
は
広
長
舌
で
あ
り
、
山
の

色
は
清
浄
身
で
な
い
も
の
は
な
い
。（
溪
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
無

非
清
浄
身
。）」。

　
「
道
」（「
心
」）
が
具
え
る
、
形
も
な
く
象
も
な
く
、
か
つ
形
象

を
離
れ
た
「
大
象
無
形
」
と
い
う
特
徴
は
、
書
画
芸
術
が
追
求
す

る
最
高
の
境
界
を
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
形
而
下
の
見

る
こ
と
の
で
き
る
万
事
万
物
を
通
し
て
現
れ
る
、
形
而
上
の
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
「
道
」
で
あ
る
。
当
然
、
こ
れ
は
形
象
を
用

い
て
「
道
」
を
図
解
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
万
事
万
物
の
中
に
お
い
て
、「
道
」
と
い
う
よ
う
な
自

然
で
絶
妙
か
つ
言
い
表
し
に
く
い
神
秘
的
表
現
を
捕
ら
え
、
芸

術
を
通
し
て
体
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
書
法

が
生
じ
る
具
体
的
な
過
程
か
ら
、
そ
れ
が
本
質
的
に
い
か
に「
道
」

（「
心
」）と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

　

中
国
書
法
と
漢
字
と
は
一
対
の
双
子
の
兄
弟
で
あ
る
。
文
字

学
家
の
唐
蘭
先
生
は
、
文
字
は
絵
を
起
源
と
し
て
、
古
い
文
字
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に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
絵
に
似
て
い
る
と
す
る
。
絵
に
は
も
と

も
と
一
定
の
形
式
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
古
の
文
字
は
、
形

式
上
は
最
も
自
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
宗
白
華
先
生
は
、
中
国
人

の
字
が
芸
術
作
品
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
は
、
二
つ
の
主

要
な
原
因
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
中
国
の
字
の
起
源

が
象
形
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
は
中
国
人
が
用
い
て
い
る

筆
で
あ
る
。
許
慎
は
『
説
文
』
の
序
に
お
い
て
、
文
字
の
定
義
を

解
釈
す
る
際
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
倉
頡
が
文
字

を
創
造
し
た
時
、
お
よ
そ「
象
形
に
類
似
す
る（
依
類
象
形
）」の
も

の
が
、「
文
」と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、「
形
声
の
相
益
す
る（
形
声
相

益
）」の
も
の
が
、「
字
」と
よ
ば
れ
た
。
比
較
し
て
言
え
ば
、「
文
」

は「
物
象
の
本（
物
象
之
本
）」で
あ
り
、「
字
」は「
言
葉
が
派
生
し

て
次
第
に
多
く
な
っ
た（
言
孳
乳
而
浸
多
）」結
果
で
あ
る
。
例
を
挙

げ
る
と
、「
水
」、「
木
」と
い
う
よ
う
な
単
体
の
字
は「
文
」で
あ
り
、

「
江
」、「
河
」、「
林
」
な
ど
と
い
っ
た
複
合
体
の
字
は
「
字
」
と
さ

れ
る
。
漢
字
の
造
字
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
許
慎
が
六
種
類
に

分
類
し
て
い
る
。
所
謂
、
象
形
・
指
事
・
形
声
・
会
意
・
転
注
・

仮
借
の
「
六
書
」
で
あ
る
。
指
事
以
下
の
五
種
の
方
法
は
第
一
の

象
形
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
も
、
真
の
文
字
の
創
造
と
は
、「
象
形
」
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
13
）。

中
国
の
文
字
は
こ
の
よ
う
に
「
物
象
の

本
」、「
物
象
の
文
」と
い
う
象
形
の
特
徴
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、

天
地
万
物
と
人
間
自
身
を
網
羅
し
て
い
る
。
そ
の
図
柄
の
構
成

の
形
成
と
、
天
地
万
物
・
人
間
自
身
の
形
の
構
造
と
は
密
接
で

不
可
分
な
も
の
で
あ
る
。

　

当
然
、
中
国
の
漢
字
は
意
を
指
す
文
字
の
符
号
と
し
て
、
描

か
れ
た
物
に
対
し
て
具
体
的
で
真
に
迫
っ
た
描
写
を
な
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
反
対
に
必
ず
抽
象
化
・
形
式
化
・
概
括
化
・

規
範
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
抽
象
・
概
括
の
方

式
に
よ
っ
て
、
様
々
な
自
然
物
の
形
式
的
な
構
造
を
表
現
し
、

自
然
物
の
感
性
の
形
式
的
美
を
文
字
の
形
象
の
中
に
し
み
込
ま

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
特
徴
は
、
文
字
が
絵
と

同
じ
起
源
で
あ
り
、
か
つ
極
め
て
大
き
な
区
別
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
決
定
し
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
牛
」
の
字
は
大
部
分
の

情
况
下
で
は
、
た
だ
一
頭
の
牛
の
頭
を
描
い
た
だ
け
で
あ
り
、

原
始
の
絵
の
よ
う
に
詳
細
に
牛
の
全
身
を
描
き
出
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
動
物
の
全
身
を
描
き
出
し
た
文
字
、
例
え

ば「
馬
」や「
象
」な
ど
は
、
一
般
的
に
非
常
に
簡
略
化
さ
れ
、
た
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だ
外
部
の
輪
郭
を
描
き
出
す
だ
け
で
あ
る
。
新
石
器
時
代
と
戦

国
時
代
の
陶
器
・
青
銅
器
の
上
の「
魚
」の
図
案
と「
魚
」の
象
形

文
字
を
比
較
す
る
と
、「
魚
」
の
象
形
文
字
は
、
例
え
ば
、
魚
の

鱗
の
よ
う
に
魚
の
絵
に
あ
る
自
然
の
生
き
生
き
し
た
動
き
に
は

及
ば
な
い
。
し
か
し
「
魚
」
の
象
形
文
字
は
、
魚
の
だ
い
た
い
の

形
式
的
な
構
造
に
偏
っ
て
あ
る
程
度
の
抽
象
概
念
化
を
な
し
、

魚
の
形
式
的
な
構
造
的
美
を
突
出
さ
せ
た
。
こ
の
点
は
「
魚
」
の

絵
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
14
）。

　

事
実
上
、
文
字
の
発
展
は
、「
文
」
か
ら
「
字
」
に
至
る
、
一
つ

の「
象
形
」か
ら「
非
象
形
」へ
の
過
程
を
経
験
し
、
そ
れ
か
ら
ま

た
甲
骨
文
字
か
ら
大
篆
・
小
篆
・
隷
書
・
楷
書
・
行
草
と
い
っ

た
様
々
な
字
体
に
ま
で
発
展
を
見
て
、さ
ら
に
符
号
化
、規
範
化
、

簡
素
化
に
向
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
象
形
で
あ
っ

た
文
字
は
、
日
に
日
に
変
化
し
て
象
形
が
少
な
く
な
り
、
ひ
い

て
は
、
も
は
や
象
形
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
中

国
の
文
字
は
点
と
線
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
抽
象
的
構
造
へ
と
発

展
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
も
と
も

と
象
形
文
字
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
も
は
や

象
形
で
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
は
じ
め
の
象
形
文
字
の
中
の
、

本
来
、
現
実
に
由
来
す
る
合
規
律
性
と
、
自
然
的
な
構
造
と
を

保
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
あ
る
種
の
「
具
象
的
意

味
」
を
備
え
て
お
り
、
天
地
万
物
の
構
造
と
接
近
し
、
類
似
し
、

相
通
じ
る
と
い
う
味
わ
い
が
あ
る
（
15
）。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
中
国
書

法
の
抽
象
的
で
絶
妙
な
所
で
あ
る
。
中
国
の
文
字
の
こ
の
よ
う

な
特
徴
を
、
あ
る
人
は
「
抽
象
的
具
象
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は「
道
」の「
惚
た
り
恍
た
り（
惚
兮
恍
兮
）」、
お
よ
び
禅
の「
一

物
を
説
似
せ
ん
に
即
ち
中あ
た

ら
ず（
説
似
一
物
即
不
中
）」と
、内
在
的
、

本
質
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

書
法
は
一
つ
の
成
熟
し
た
芸
術
と
し
て
、
当
然
、
独
自
の
技

芸
と
技
巧
と
を
備
え
て
い
る
が
、
絶
妙
の
域
に
達
し
、
心
に
欲

す
る
所
の
最
高
の
境
界
に
入
る
と
き
、「
技
」
を
超
越
し
て
「
道
」

に
入
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
道
」
と
の
合
致
で
あ
る
。
中

国
の
芸
術
は
玄
学
・
禅
学
の
思
想
の
影
響
の
下
、「
象
外
の
意
」

を
把
握
し
、「
相
に
お
い
て
相
を
離
れ
る
（
於
相
而
離
相
）」
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
。
ま
た
「
象
の
外
を
超
え
て
、
そ
の
環
の
中
に
入

る（
超
乎
象
外
、
得
其
環
中
）」と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に「
道
」は

森
羅
万
象
の
中
に
現
れ
る
の
で
、
具
体
的
な
形
象
を
離
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
同
時
に
「
道
」
は
ま
た
具
体
的
な
象
と
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異
な
り
、森
羅
万
象
の
本
質
的
規
律
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
道
」

の
体
現
を
最
高
の
目
的
と
す
る
芸
術
は
、
当
然
、
形
而
下
の
象

の
表
層
を
表
現
す
る
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
劉
熙

載
は
「
芸
と
は
、
道
の
形
で
あ
る
（
芸
者
、
道
之
形
也
）」
と
述
べ
て

い
る
。
現
在
の
哲
学
的
術
語
を
用
い
て
表
現
す
れ
ば
、「
道
」
と

は
芸
術
の
実
体
で
あ
り
、内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、芸
術
と
は「
道
」

の
現
象
と
形
式
で
あ
る
。

　

４　

玄
学
・
禅
学
の
文
脈
に
お
け
る
書
法
の
審
美

　

宗
白
華
先
生
は
、
魏
晋
南
北
朝
と
い
う
苦
難
の
時
代
と
、
こ

の
時
代
の
輝
か
し
い
芸
術
と
を
関
係
さ
せ
る
際
に
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　

「
漢
末
魏
晋
六
朝
は
、
中
国
史
上
、
政
治
的
に
は
最
も
混
乱

し
、
社
会
的
に
は
最
も
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

精
神
史
上
は
極
め
て
自
由
で
、
解
放
的
で
あ
り
、
最
も
智

慧
に
富
み
、
最
も
熱
情
に
溢
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
最
も
芸
術
精
神
に
富
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
王
羲

之
の
父
子
の
字
、
顧
愷
之
と
陸
探
微
の
画
、
戴
逵
と
戴
顒

の
彫
刻
、
嵇
康
の
広
陵
散（
琴
曲
）、
曹
植
・
阮
藉
・
陶
潜
・

謝
霊
運
・
鮑
照
・
謝
脁
の
詩
、
酈
道
元
、
楊
衒
之
の
写
景
文
、

雲
崗
・
竜
門
の
壮
大
な
造
像
、
洛
陽
と
南
朝
の
壮
大
な
寺

院
な
ど
は
、
光
芒
万
丈
で
前
人
未
踏
で
な
い
も
の
は
な
く
、

後
代
の
文
学
・
芸
術
の
基
盤
と
方
向
性
を
打
ち
立
て
た
（
16
）。」

　

こ
の
「
甲
冑
に
蚤
の
卵
が
生
ま
れ
、
万
姓
は
死
亡
す
る
。
白
骨

が
野
を
露
わ
に
し
、千
里
に
鶏
の
鳴
き
声
が
な
い
。（
鎧
甲
生
蟣
蚤
、

万
姓
以
死
亡
。
白
骨
露
於
野
、
千
里
無
鶏
鳴
。）」
と
い
う
時
代
に
あ
っ

て
、
軍
閥
が
割
拠
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
を
占
領
し
、
一
方
で

荘
園
経
済
が
盛
ん
と
な
っ
た
た
め
、
政
府
が
統
治
能
力
を
弱
め
、

官
僚
の
意
識
形
態
、
す
な
わ
ち
、
儒
学
の
独
占
的
地
位
を
も
動

揺
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
人
の
思
想
は
「
極
め
て
自
由
で
、
極
め

て
解
放
的
な
（
極
自
由
、
極
解
放
）」
時
代
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

玄
学
と
は
、
努
め
て
道
家
と
儒
家
、
ま
た
自
然
と
名
教
と
を
結

合
し
よ
う
と
い
う
学
問
で
あ
り
、
こ
の
「
極
自
由
、
極
解
放
」
と

い
う
時
代
の
産
物
で
あ
る
。
何
晏
・
王
弼
か
ら
郭
象
に
至
る
ま
で
、

玄
学
が
議
論
し
て
き
た
こ
と
は「
名
教
」と「
自
然
」の
関
係
に
つ

い
て
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
理
想
的
人
格
の
実
体
を
探
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究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
哲
学
も
漢
代
の
宇
宙

論
か
ら
存
在
論
へ
と
転
向
す
る
の
で
あ
る
。
儒
家
は
個
人
の
存

在
を
否
認
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
個
人
が
グ
ル
ー
プ
社
会
に

服
従
す
る
こ
と
に
固
執
し
、
ひ
い
て
は
犠
牲
を
厭
わ
ず
個
人
の

自
由
を
代
価
と
し
た
。
玄
学
は
グ
ル
ー
プ
社
会
を
認
め
て
い
な

か
っ
た
が
、
一
層
、
個
人
の
存
在
と
自
由
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
玄
学
の
興
隆
は
「
人
の
覚
醒
」
を
喚

起
し
、「
人
の
覚
醒
」
は
ま
た
同
時
に
詩
・
書
・
画
な
ど
の
文
芸

の
自
覚
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
意

味
で
芸
術
の
自
覚
と
は
、「
人
の
覚
醒
」
か
ら
現
れ
た
特
殊
な
形

式
で
あ
る
。
書
法
を
含
め
「
人
の
覚
醒
」
を
基
礎
と
し
た
「
自
覚
」

の
芸
術
は
、
個
人
と
感
情
、
そ
し
て
生
命
に
対
す
る
肯
定
を
存

分
に
表
現
し
た
。

　

朝
に
夕
べ
を
保
ち
が
た
い
戦
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
は

ま
す
ま
す
自
己
の
生
命
を
と
り
わ
け
貴
い
も
の
で
あ
る
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は『
古
詩
十
九
首
』の
中
の「
人
の
天
地

の
間
に
生
る
、
忽た
ち
まち
遠
行
の
客
の
如
し
（
人
生
天
地
間
、
忽
如
遠
行

客
）」、「
人
生
、
一
世
に
寄
せ
る
こ
と
、
奄え
ん
こ
つ忽
と
し
て
飄
ひ
ょ
う

塵じ
ん

の
若ご
と

し（
人
生
寄
一
世
、
奄
忽
若
飄
塵
）」、「
人
生
は
金
石
に
あ
ら
ず
、
豈

に
能
く
長
く
寿
考
な
ら
ん
や（
人
生
非
金
石
、
豈
能
長
寿
考
）」、「
生

年
百
に
満
た
ず
、
常
に
千
歳
の
憂
い
を
懐
く
（
生
年
不
満
百
、
常
懐

千
歳
憂
）」、「
昼
は
短
く
夜
の
長
き
に
苦
し
む
。
何
ぞ
燭
を
秉と

っ

て
遊
ば
ざ
る
。
楽
し
み
を
為
す
は
当
に
時
に
及
ぶ
べ
し
。
何
ぞ

能
く
来
茲
を
待
た
ん
（
昼
短
苦
夜
長
、
何
不
秉
燭
游
、
為
楽
当
及
時
、

何
能
待
来
茲
）」
と
い
っ
た
穏
や
か
で
悲
し
い
詩
句
か
ら
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
。
類
似
の
感
嘆
は
曹
氏
父
子
の
建
安
文
学
の
中
に
も

散
見
さ
れ
る
。「
酒
に
対
し
て
は
当
に
歌
う
べ
し
、
人
生
幾
何
ぞ
。

譬
え
ば
朝
露
の
如
し
。
去
り
し
日
は
苦は
な
はだ
多
し
。（
対
酒
当
歌
、
人

生
幾
何
。
譬
如
朝
露
、
去
日
苦
多
。）」（
曹
操『
短
歌
行
』）の
よ
う
な
嘆

き
は
、
生
命
の
覚
醒
に
対
す
る
認
識
で
あ
り
、
個
人
生
命
の
存

在
に
対
す
る
重
視
で
あ
る
。

　

個
人
生
命
の
存
在
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
自
然
と
魏
晋
の
士

人
達
の
眼
を
個
人
の
才
知
を
高
め
る
こ
と
へ
と
向
け
さ
せ
た
。

彼
ら
は
才
能
を
重
ん
じ
、
か
つ
感
情
を
重
ん
じ
た
。
曹
操
は
「
唯

だ
才
の
み
是
れ
挙
げ
よ（
唯
才
是
挙
）」と
主
張
し
、
た
と
え「
汚
辱

の
名
を
負
っ
て
い
て
も
、
嘲
笑
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
（
負
汙
辱
之

名
、
見
笑
之
行
）」、「
不
仁
不
孝
」
の
人
で
あ
っ
て
も
、
国
を
治
め

兵
を
運
用
す
る
技
術
さ
え
あ
れ
ば
、「
そ
れ
ぞ
れ
知
る
と
こ
ろ
を
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挙
げ
、
遣
わ
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い（
各
挙
所
知
、
勿
有

所
遣
）」と
し
た
。
ま
た
玄
学
で
も
聖
人
に
情
が
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
最
後
に
は
王
弼
の

聖
人
有
情
説
が
優
勢
を
占
め
た
。

　

才
知
は
常
に
個
人
と
関
係
し
て
お
り
、
才
知
を
高
め
る
こ
と

が
疑
い
な
く
個
人
、
す
な
わ
ち
「
我
」
の
独
立
的
意
義
を
切
り
開

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
魏
晋
の
人
達
に
と
っ
て
は
、
書

法
芸
術
と
は
ま
さ
に
個
人
の
才
知
を
示
す
最
も
優
れ
た
方
法
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
上
層
社
会
に
、「
兄
弟
の

競
爽
」、「
父
子
の
争
勝
」
と
い
う
局
面
が
初
め
て
出
現
し
え
た
の

で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
代
に
、
書
法
芸
術
が
初
め
て
骨
・
筋
・
血
・

肉
な
ど
を
導
入
し
て
、
人
体
生
命
の
観
念
を
描
く
こ
と
で
運
筆

の
美
を
説
明
し
始
め
た
。
た
と
え
ば
、
六
朝
の
人
が
衛
夫
人
に

偽
託
し
た『
筆
陣
図
』に
は
、「
筆
力
に
優
れ
た
者
と
は
骨
が
多
く
、

筆
力
に
優
れ
な
い
者
は
肉
が
多
い
。
骨
が
多
く
肉
が
僅
か
で
あ

る
の
は
筋
と
い
い
、
肉
が
多
く
骨
が
僅
か
で
あ
る
の
は
墨
猪
（
や

た
ら
に
肉
太
で
ま
ず
い
字
の
喩
え
）
と
い
う
。
力
が
強
く
筋
が
豊
か

な
の
は
聖
で
あ
り
、
力
が
無
く
筋
が
無
い
の
は
病
で
あ
る
。（
善

筆
力
者
多
骨
、
不
善
筆
力
者
多
肉
。
多
骨
微
肉
者
謂
之
筋
、
多
肉
微
骨

者
謂
之
墨
猪
。
多
力
豊
筋
者
聖
、
無
力
無
筋
者
病（17
）。）」

と
あ
り
、
南
斉

の
書
論
家
の
王
僧
虔
は
玄
学
や
仏
学
が
議
論
す
る
形
と
神
と
の

関
係
か
ら
書
法
を
論
じ
、「
書
の
妙
道
は
、
神
彩
を
始
め
と
し
、

外
形
を
そ
の
次
と
す
る
。
こ
れ
を
兼
ね
る
者
は
古
人
を
継
承
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
書
之
妙
道
、
神
採
為
上
、
形
貭
次
之
、
兼
之
者

方
可
紹
於
古
人
。）」
と
の
結
論
を
出
し
た
。
蘇
東
坡
が
「
書
に
は
必

ず
神
・
気
・
骨
・
肉
・
血
が
あ
り
、
五
つ
の
中
の
一
つ
で
も
欠

け
れ
ば
、
書
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
書
必
有
神
気
骨
肉

血
、
五
者
缺
一
、
不
能
成
書
（
18
）。）」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
後
世
の

論
書
の
多
く
は
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

生
命
と
い
う
概
念
を
注
ぎ
込
ま
れ
た
書
法
芸
術
は
最
終
的
に

西
洋
の
美
学
家
の
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
ン
ガ
ー
が
述
べ
る
「
生
命
の
形

式
」
と
な
っ
た
。
中
国
人
は
個
人
の
生
命
の
上
に
さ
ら
に
大
き
な

宇
宙
自
然
の
生
命
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
文
字
を
書
写
し
て
顕
示
さ
れ
る
運
動
・
構
造
・
リ
ズ
ム
・

時
空
の
感
覚
は
、
す
べ
て
大
自
然
の
運
動
・
構
造
・
リ
ズ
ム
・

時
空
と
同
じ
構
造
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
上
、
描
か
れ
る
書
写

と
そ
の
構
造
も
ま
た
、
厚
い
具
象
的
意
味
を
備
え
る
。
こ
れ
は

中
国
書
法
が
天
地
・
万
物
・
自
然
の
生
命
運
動
の
表
現
と
な
っ
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た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
19
）。

張
懐
瓘
は
、
書
法
は
「
万
物
を
包

括
し
、
一
相
を
完
成
さ
せ
る
。（
囊
括
万
物
、
裁
成
一
相
。）」と
述
べ
、

孫
過
庭
は
書
法
を
「
自
然
の
妙
有
と
同
じ
で
あ
り
、
人
の
力
が
成

就
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。（
同
自
然
之
妙
有
、
非
力
運
所
能
成
。）」

と
称
賛
す
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
に
人
々
は
書
法
を
通
し
て

悟
り
に
至
り
、
た
と
え
ば
森
羅
万
象
に
つ
い
て
、
そ
の
中
か
ら

宇
宙
の
神
妙
な
変
化
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
元
代
の
鄭
杓

は
次
の
よ
う
に
感
嘆
し
て
い
る
。「
至
れ
る
か
な
。
聖
人
が
書
を

造
れ
ば
、
天
地
の
用
を
得
る
だ
ろ
う
。
盈
虚
消
長
の
理
、
奇
雄

雅
異
の
観
、
静
に
し
て
こ
れ
を
思
え
ば
、
漠
然
と
し
て
兆
し
が

な
い
。
散
に
し
て
こ
れ
を
観
じ
れ
ば
、
万
物
は
複
雑
で
あ
る
。

書
の
意
義
は
な
ん
と
大
き
い
の
だ
ろ
う
。（
至
哉
。
聖
人
之
造
書
也
、

其
得
天
地
之
用
乎
。
盈
虚
消
長
之
理
、
奇
雄
雅
異
之
観
、
静
而
思
之
、

漠
然
無
朕
。
散
而
観
之
、
万
物
紛
錯
。
書
之
義
大
矣
哉
。
（
20
））」と

。

　

ス
ー
ザ
ン
・
ラ
ン
ガ
ー
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
芸
術
と
は
「
生
命

の
形
式
」で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に「
感
情
の
形
式
」で
も

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
命
と
感
情
と
は
互
い
に
不
可
分
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、芸
術
は
生
命
の
運
動
を
表
現
し
、

同
時
に
生
命
が
喚
起
す
る
と
こ
ろ
の
感
情
を
も
表
現
す
る
の
で

あ
る
。
歴
代
の
書
論
の
中
に
は
類
似
す
る
言
説
が
枚
挙
に
暇
な

い
。
東
漢
の
崔
瑗
は
草
書
が
人
を
「
鬱
々
た
る
気
持
ち
を
取
っ
払

い
、
気
ま
ま
に
奇
を
生
じ
（
畜
怒
怫
鬱
、
放
逸
生
奇
）」
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
き
、
蔡
邕
は
書
法
が
人
を
「
も
し
は
愁
い
、
も
し

は
喜
ば
（
若
愁
若
喜
）」
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
ら

は
み
な
書
法
の
感
情
を
表
現
す
る
作
用
を
強
調
し
て
い
る
。
唐

人
の
論
書
で
は
、
さ
ら
に
本
性
の
表
現
が
強
調
さ
れ
る
。
た
と

え
ば
張
懐
瓘
は『
草
書
』に「
あ
る
い
は
寄
す
る
に
以
て
縦
横
の
志

を
騁は

せ
、
あ
る
い
は
托
す
る
に
以
て
鬱
結
の
懐
を
散
ら
す
。（
或

寄
以
騁
縦
横
之
志
、
或
托
以
散
鬱
結
之
懐
。）」と
い
う
功
能
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
孫
過
庭
は
書
法
は
「
そ
の
本
性
に
達
し
て
、
そ
の

哀
楽
を
形
に（
達
其
情
性
、
形
其
哀
楽
）」し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
情

が
形
・
言
を
動
か
し
、『
風
』・『
騒
』
の
意
に
迎
合
す
る
。（
情
動

形
言
、
取
会
風
騒
之
意
。）」
と
い
う
説
を
提
出
し
た
。
こ
の
本
性
と

は
「
陽
は
舒
、
陰
は
惨
、
天
地
の
心
を
本
と
す
る
。（
陽
舒
陰
惨
、

本
乎
天
地
之
心
（
21
）。）」に

由
来
す
る
。
韓
愈
は
張
旭
の『
草
書
』に
言
及

す
る
際
に
さ
ら
に
明
確
に
「
往
時
、
張
旭
は
草
書
に
長
じ
た
が
、

他
の
技
術
を
修
め
な
か
っ
た
。
喜
怒
窘
窮
、
憂
悲
、
愉
佚
、
怨
恨
、

思
慕
、
酣
醉
、
無
聊
、
不
平
な
ど
、
心
に
動
ず
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
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必
ず
草
書
に
お
い
て
ど
う
し
て
こ
れ
を
発
揮
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

（
往
時
張
旭
善
草
書
、
不
治
他
技
。
喜
怒
窘
窮
、
憂
悲
、
愉
佚
、
怨
恨
、

思
慕
、
酣
醉
、
無
聊
、
不
平
、
有
動
於
心
、
必
於
草
書
焉
発
之
（
22
）。）」と

述

べ
て
い
る
。

　

５ 

禅
意
と
し
て
の
書
画
の
現
代
的
意
義

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、（
絵
画
的

芸
術
を
含
ん
だ
）書
法
芸
術
は
、
漢
末
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
玄
学
・

禅
学
の
基
礎
の
上
に
、「
人
の
自
覚
」
に
伴
い
自
覚
さ
れ
た
き
た

も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
な
発
展
の
過
程
か
ら
見
れ
ば
、
般
若
学

の
伝
播
と
玄
学
の
興
起
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
進
み
、
相
互
に
触
発

し
合
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
馮
友
蘭
先
生
は
、
仏
学
と
玄
学

の
老
庄
思
想
と
は
、
と
も
に
神
秘
的
色
彩
を
備
え
て
お
り
、
極

め
て
類
似
し
た
一
面
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
老
子
は
「
道
」
は

名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
き
、
仏
家
も
ま
た
「
真
如
」
は

言
説
で
表
現
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
れ
は
「
一
」
で
な
く
、
か
つ

「
多
」で
も
な
い
。
ま
た「
非
一
」で
な
く
、か
つ「
非
多
」で
も
な
い
。

こ
れ
は
ま
さ
に
中
国
語
で
言
う
と
こ
ろ
の「
想
入
非
非（
と
り
と
め

の
な
い
こ
と
を
考
え
る
こ
と
、
玄
の
ま
た
玄
に
思
い
至
る
）」
で
あ
る
。

馮
先
生
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
三
、
四
世
紀
の
中
国

の
著
名
な
学
者
は
、
普
通
は
み
な
道
家
で
あ
り
、
彼
ら
は
ま
た

常
に
著
名
な
仏
教
の
和
尚
と
親
密
な
友
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
学
者
は
大
抵
み
な
仏
典
に
精
通
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
和
尚
も

普
通
は
道
家
の
経
典
、
特
に
『
荘
子
』
に
通
じ
て
い
た
。
彼
ら
が

集
ま
り
語
り
合
う
こ
と
を「
清
談
」と
い
う
。
彼
ら
は「
非
非
」に

話
が
及
べ
ば
、
一
笑
し
て
言
葉
を
用
い
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
無

言
の
内
に
互
い
に
了
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お

い
て
は
、「
禅
」
の
精
神
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
馮
先
生

は
禅
宗
は
仏
学
と
道
家
の
哲
学
が
互
い
に
結
び
つ
い
て
で
き
た

産
物
で
あ
る
と
特
に
強
調
し
て
い
る
が
、
当
然
、
儒
学
の
影
響

を
排
除
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
意
義
か
ら
言
え
ば
、
禅

が
早
期
の
禅
定
か
ら
禅
宗
の
禅
に
向
か
う
の
は
、
儒
・
仏
・
道

の
交
流
・
融
合
の
結
果
で
あ
る
。

　

書
画
芸
術
は
玄
学
・
禅
学

│
す
な
わ
ち
儒
・
仏
・
道
の
合

流
の
基
礎
の
上
に
そ
の
自
覚
へ
と
向
か
い
、
そ
し
て
儒
・
仏
・

道
の
合
流
の
結
晶
が
す
な
わ
ち
禅
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、近
年
、

私
た
ち
は
「
禅
意
と
し
て
の
書
画
」
と
い
う
構
想
を
提
示
し
た
の

で
あ
る
。
禅
の
「
心
一
境
性
（
心
が
一
つ
の
対
象
に
と
ど
ま
る
こ
と
）」
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と
書
画
の
創
作
の
心
理
条
件
と
が
極
め
て
一
致
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
禅
宗
の「
心
」の
実
体
、
お
よ
び「
明
心
見
性
」

の
原
則
と
が
影
響
し
て
、
書
画
芸
術
も
心
性
を
表
現
す
る
写
意

の
方
向
へ
と
発
展
し
た
。
中
国
の
書
画
が
最
終
的
に
写
実
か
ら

文
・
人
の
写
意
の
道
へ
と
向
か
う
の
は
、
実
に
長
き
に
わ
た
る

禅
学
運
動
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
心
」
を
実
体
と
す
る
禅
と
、
禅
意
と
し
て
の
書
画
と
を
堅
持

す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
自
証
自
悟
し
て
、
心
の
源
を
照
ら
し

返
し
、
個
人
の
主
観
的
心
性
の
表
現
を
重
視
し
て
、
外
在
す
る

規
矩
の
束
縛
を
脱
し
、
自
ら
道
を
開
い
て
、
自
ら
新
意
を
出
す

こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
「
新
意
」
と
は
、
禅
学
に
あ
っ
て
は
禅

境
と
さ
れ
、
書
画
に
あ
っ
て
は
意
境
と
さ
れ
る
。
禅
の
特
徴
は

即
体
即
用
に
あ
り
、
そ
の
存
在
論
・
認
識
論
・
方
法
論
は
、
一

貫
し
て
書
画
芸
術
の
指
導
的
思
想
と
な
り
え
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
禅
意
と
し
て
の
書
画
」
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
儒
・
仏
・

道
の
三
教
と
書
画
芸
術
と
の
関
係
で
あ
り
、
と
り
わ
け
玄
学
と

禅
学
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
書
画
芸
術
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。

　

実
際
に
、
書
画
芸
術
は
中
華
民
族
の
歴
史
文
化
の
肥
沃
な
大

地
に
根
ざ
し
て
お
り
、
民
族
文
化
と
民
族
精
神
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
、
常
に
中
国
の
伝
統
的
思
想
・

哲
学
・
宗
教
・
文
学
・
そ
の
他
の
芸
術
の
歴
史
と
密
接
に
関
連

し
合
っ
て
お
り
、
そ
の
独
特
な
精
神
的
気
質
と
審
美
観
念
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
伝
統
文
化
を
そ
の
詳
細
と
す
る
。
た
と
え
ば
氷
山
の

一
角
と
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
今
の
書
画
界
は
技
巧
と
形
式
を
強
調
す
る
こ
と

に
偏
っ
て
お
り
、
文
化
の
内
面
の
修
養
が
相
対
的
に
不
足
す
る

と
い
う
欠
点
が
全
体
的
に
存
在
し
て
い
る
。
特
に
伝
統
文
化
に

対
す
る
き
め
細
や
か
で
突
っ
込
ん
だ
理
解
を
欠
い
て
い
る
。
こ

れ
は
、
よ
り
一
層
、
書
画
芸
術
を
高
揚
さ
せ
、
こ
の
芸
術
が
精

神
文
明
の
建
設
に
お
い
て
積
極
的
な
作
用
を
発
揮
す
る
こ
と
に

と
っ
て
、
非
常
に
不
利
な
こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
中
国
の
書
画
芸
術
の
真
の
意
味
で
の
振
興
は
、

必
ず
そ
の
根
か
ら
作
り
起
こ
し
、
深
く
伝
統
文
化
の
根
の
中
に

入
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
根
と
は
、

正
確
に
言
え
ば
、
ま
さ
し
く
中
国
人
に
特
有
の
宇
宙
観
と
生
命

観
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
欧
人
の
物
・
我
の
対
立
と
い

う
宇
宙
観
は
、
彼
ら
の
習
慣
に
よ
っ
て
客
体
的
な
身
分
か
ら
自
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然
を
観
察
さ
せ
、「
形
式
の
美
」
と
「
自
然
の
模
倣
」
を
芸
術
の
最

高
の
原
理
と
し
、
最
終
的
に
は
数
学
の
基
礎
の
上
に
打
ち
立
て

た
透
視
学
と
解
剖
学
と
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
中

国
人
は
物
・
我
の
融
合
を
主
張
し
、
自
己
を
自
然
の
中
に
置
き
、

心
を
静
め
て
道
を
観
じ
、
心
を
太
玄
に
留
め
、
心
の
眼
に
よ
っ

て
全
方
位
に
物
の
形
の
背
後
に
あ
る
深
い
味
わ
い
と
律
動
と
を

感
受
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
中
国
の
書
画
の
中
に
お
い
て
、
画
家
が
表
現
し

よ
う
と
す
る
も
の
は
大
自
然
の
全
て
の
リ
ズ
ム
と
調
和
で
あ
る
。

た
と
え
ば
杜
甫
の
詩
の
「
乾
坤
万
里
眼
、
時
序
百
年
心
」
が
表
現

す
る
時
間
や
空
間
と
同
じ
こ
と
で
あ
っ
て
、
固
定
し
た
角
度
に

透
視
の
焦
点
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
六

朝
の
謝
赫
の
絵
画
の「
六
法
」は「
気
韻
生
動（
迫
真
的
な
気
品
を
感

じ
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
）」
を
第
一
位
に
置
き
、「
経
営
位

置（
画
面
の
構
成
）」と「
伝
移
模
写（
古
い
画
を
模
写
す
る
こ
と
）」を
最

後
に
置
く
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
伝
統
文
化
の
土
台
が

異
な
る
た
め
に
、
中
国
・
西
洋
の
芸
術
は
異
な
る
方
向
を
決
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
こ
こ
で
中
国
・
西
洋
の
芸
術
が
ど
ち
ら
が
高
く
て
、

ど
ち
ら
が
低
い
か
を
議
論
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

た
だ
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
民
族
的
哲
学
思
想
を
理
論
的

基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

芸
術
の
実
践
で
あ
っ
て
も
芸
術
の
鑑
賞
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宇
宙
観
と
生
命
観
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
中
国
の
民
族
芸
術
が
振
興
す
る
の
に
、
伝
統
文
化
の
深
い

次
元
か
ら
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
の
は
、

ひ
と
た
び
こ
の
根
を
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
私
た
ち
は
借
り
て
き

た
眼
を
用
い
て
し
ま
う
の
で
、
二
度
と
本
当
に
詳
し
く
中
国
文

化
の
芸
術
的
価
値
の
所
在
を
見
る
す
べ
を
失
い
、
そ
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
振
興
」
と
い
う
も
の
が
、
素
朴
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱

情
を
放
棄
す
る
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
、
私
た
ち
が「
禅
意
と
し
て
の
書
画
」

を
提
唱
す
る
の
は
、
書
画
界
に
伝
統
文
化
の
素
質
な
修
養
を
強

化
し
、
人
文
精
神
の
自
覚
と
精
神
世
界
へ
の
昇
華
を
促
す
た
め

で
あ
る
。
こ
れ
は
確
実
に
中
国
書
画
界
に
と
っ
て
の
当
面
の
急

務
で
あ
る
。
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注（
１
）『
歴
代
書
法
論
文
選
』（
上
海
書
画
出
版
社
出
版
、
１
９
９
８
年

４
月
）
第
６
頁
。『
九
勢
』
は
蔡
氏
の
作
で
な
い
と
す
る
説
が
あ

る
。
な
ぜ
な
ら『
九
勢
』の
中
の「
蔵
鋒
」に
つ
い
て
の
記
述
が
楷

書
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
私

は
、
こ
の
文
章
の
主
な
思
想
と
、
蔡
氏
の
他
の
文
章
と
は
一
致

し
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
人
が
後
世
の
牽
強
付
会
の
可
能
性
を

排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
２
）  

成
公
綏『
隷
書
体
』、
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
９
頁
。

（
３
）
王
羲
之
『
書
論
』、
前
掲
『
歴
代
書
法
論
文
選
』
第
28
‐
29
頁
。
衛

夫
人
の
書
論
に
つ
い
て
は
、
あ
る
学
者
は
王
羲
之
の
作
、
あ
る

い
は
六
朝
人
の
偽
作
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
王
羲
之
本
人
の

書
論
に
つ
い
て
も
、
六
朝
人
の
作
で
あ
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
推
論
は
か
な
り
説
得
力
が
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、

い
ず
れ
に
し
ろ
本
書
は
六
朝
人
の
書
法
思
想
と
い
え
る
の
で
、

ひ
と
ま
ず
こ
れ
を
引
く
。

（
４
）  

前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
62
頁
。

（
５
）  

陶
弘
景『
論
書
啓
』、
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
70
頁
。

（
６
）（
清
）梁
巘『
評
書
帖
』、
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
５
７
５
頁
。

（
７
）『
蘇
坡
文
集
』巻
六
十
九『
評
草
書
』。
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』

第
３
１
５
頁
。

（
８
）『
蘇
坡
文
集
』巻
六
十
九『
跋
君
謨
飛
白
』。

（
９
）  

黄
庭
堅『
跋
為
王
聖
予
作
書
』、『
黄
庭
堅
書
法
史
料
集
』所
収（
上

海
書
画
出
版
社
、
１
９
９
３
年
12
月
）。

（
10
）  

黄
庭
堅
『
山
谷
大
跋
』
巻
五
『
跋
与
張
載
熙
書
巻
尾
』、
前
掲
『
黄

庭
堅
書
法
史
料
集
』所
収
。

（
11
）  

劉
熙
載『
芸
概
・
書
概
』、
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
７
１
４

頁
。

（
12
）（
清
）宋
曹『
書
法
約
言
』。
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
５
６
３

頁
。

（
13
）
唐
蘭
は
ま
た
象
形
文
字
を
具
体
的
に
四
種
類
に
分
類
す
る
。
一

つ
は
、
象
身
で
あ
る
。
人
間
自
身
の
形
体
に
似
せ
る
。
た
と
え

ば
五
官
四
肢
な
ど
で
あ
る
。
二
つ
は
、
象
物
で
あ
る
。
動
物
や

植
物
、
山
川
大
地
を
含
む
。
三
つ
は
、
象
工
で
あ
る
。
人
が
創

造
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
で
あ
る
。
た
と
え
ば
車
・
弓
・
鼎
な
ど

は
み
な
相
応
す
る
象
形
字
が
あ
る
。
四
つ
は
、
象
事
で
あ
る
。

物
質
の
生
産
、
戦
争
と
日
常
生
活
の
中
の
活
動
に
似
せ
る
。
た

と
え
ば「
射
」の
字
は
射
箭
の
動
作
に
似
せ
、「
芸
」の
字
は
植
樹

活
動
に
似
せ
、「
媚
」
の
字
は
女
子
が
他
人
に
媚
び
る
様
子
に
似

せ
て
い
る
。

（
14
）  

劉
綱
紀
『
中
国
書
画
・
美
術
と
美
学
』（
武
漢
大
学
出
版
社
）
第

１
１
５
‐
１
１
６
頁
。

（
15
）  

同
右
、
第
１
２
０
頁
。

（
16
）
宗
白
華
『
美
学
与
意
境
』、（
人
民
出
版
社
、
１
９
８
７
年
版
）、

第
１
８
３
頁
。

（
17
）  

前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
22
頁
。

（
18
）  

同
右
、
第
３
１
３
頁
。

（
19
）  

前
掲
、
劉
綱
紀『
中
国
書
画
・
美
術
と
美
学
』第
１
３
９
頁
を
参

照
。

（
20
）  
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
４
３
１
頁
。
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（
21
）  

前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
１
２
８
‐
１
２
９
頁
。

（
22
）  
前
掲『
歴
代
書
法
論
文
選
』第
２
９
２
頁
。

（
か　

け
い
し
ょ
う
／
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
・

宗
教
文
化
芸
術
室
主
任
）

（
訳
・
ま
つ
も
り　

ひ
で
ゆ
き
／
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
）


